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1.　組織概要

商 号 サンワテック株式会社

所 在 地 〒879-7761

大分県大分市大字中戸次１５４０番地１

ＴＥＬ：０９７（５９７）３３１０

ＦＡＸ：０９７（５９７）３５５６

E-mail：info@sanwatec.com

設 立 年 月 日

資 本 金 ２，０００万円

代 表 者 代表取締役社長　岩尾雅史

社 員 数 15名　

1級土木施工管理技士　・・・5名

建 設 業 許 可 大分県知事　許可（特定-30）　第７４６４号

土木工事業　とび・土工工事業　等

業 務 内 容 法面工事

環境管理責任者　代表取締役社長　岩尾雅史

事務局　福本和美

連絡先 TEL：　097（597）3310

FAX：　097（597）3556

E-Mail：　info@sanwatec.com

2.　対象範囲

認証・登録範囲 全組織・事業活動

昭和62年5月20日

環境管理責任者
お よ び 担 当 者
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3.環境経営方針

●基本理念

●行動指針

1.　具体的に次のことに取り組みます。
①電力・化石燃料などの消費に伴う二酸化炭素排出量を削減する
②使用原材料の省資源化、廃棄物の3Ｒ（減量、再使用、再生利用）を推進する
③水資源を大切にするため節水に努める
④原材料及び事務用品のグリーン購入に努める
⑤事業所周辺の清掃活動を推進する

これらについて環境経営目標、環境経営活動計画を定め、定期的に見直しを行い、
継続的な改善に努めます。

2.　環境関連法規制を遵守します。

3.　この環境方針は、全社員に周知するとともに社内外に公表します。

4.　継続的に改善していきます。

制定日：

サンワテック株式会社

代表取締役社長　岩尾　雅史

平成30年2月1日

私たちはますます深刻化する地域温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が人類
共通の重要課題と考えています。
建設業における環境負荷の低減や環境に配慮した取り組みを積極的に進めてまいりま
す。
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4.実施体制

①ＥＡ21組織図

代表者

環境管理責任者

事務局（事務）

工事現場

事務所・推進責任者

②ＥＡ21役割と責任及び権限

・環境経営に関する統括責任者

・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

・環境管理責任者の任命

・環境目標及び環境活動計画、実施体制を承認する

・代表者による全体の評価と見直しを実施する

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

・エコアクション21推進委員会の責任者

・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認

・各部門の環境目標、環境活動計画、実施体制の確認と全体調整

・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

・問題点の是正及び予防処置の承認

・環境活動レポートの確認

事務局 ・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局

・環境関連文書、記録の管理

・環境活動に関する実績のとりまとめ

・外部環境コミュニケーションに関する窓口

・環境活動レポートの作成

・環境目標、環境活動計画の伝達

・社員の意思統一、意見交換及び相互・全体評価の実施

・各々の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

・効果的な環境活動に向けての提案・意見の交換

全従業員 ・環境方針、環境目標などの理解と自らの役割を自覚する

・自主的、積極的に環境活動に参加する。

エコアクション21推進委員会

代表取締役社長　岩尾雅史

代表取締役社長　岩尾雅史

福本和美
エコアクション21推進委員会

本　社

工事長　福本哲也

常務取締役　小串佳子

役割・責任・権限

代表者
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5.中期環境経営目標

各年度の対象期間は5月～翌年4月

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

実績（基準） 目標 目標 目標

1 二酸化炭素排出量 119,850 118,652 117,453 116,255

ｋｇ-ＣＯ2 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△1％ △2％ △3％

1-1 電力消費量 10,458 10,353 10,249 10,144

（電気使用量） ｋＷｈ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△1％ △2％ △3％

1-2 ガソリン消費量 13,240 13,108 12,975 12,843

（ガソリン使用量） ℓ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△1％ △2％ △3％

1-3 軽油消費量 32,310 31,987 31,664 31,341

（軽油使用量） ℓ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△1％ △2％ △3％

2 一般廃棄物量 77 76 75 74

（一般廃棄物量） ｋｇ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△1ｋｇ △2ｋｇ △3ｋｇ

3 廃棄物排出量 100 維持 維持 維持

（再資源化率） % 基準年度比 基準年度比 基準年度比

4 水使用量 38 37.6 37.2 36.8

（水使用量） ㎥ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△1％ △2％ △3％

5 グリーン購入の推進 75 75.7 76.5 77.2

％ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

+1％ +2％ +3％

6 社会貢献への参加

電力のＣＯ2排出係数は、ズームエナジー　2017年の調整後排出係数0.551ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈを使用

二酸化炭素排出量は都市ガスも含めています

都市ガスは排出量が少ないため（0.0％）目標には設定せず管理していきます

・ペットボトル
キャップの収集 毎年 毎年 毎年

環境方針
の番号

選択課題

・地域の清掃活動や
ボランティア参加 12回 12回 12回
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6.環境経営目標と実績

各年度の対象期間は5月～翌年4月

令和元年度 令和4年度 令和4年度 目標
実績（基準） 目標 実績 達成率

1 二酸化炭素排出量 119,850 116,255 113,617

ｋｇ-ＣＯ2 基準年度比 ｋｇ-ＣＯ2

△3％

1-1 電力消費量 10,458 10,144 10,183

（電気使用量） ｋＷｈ 基準年度比 ｋＷｈ
△3％

1-2 ガソリン消費量 13,240 12,843 11,431

（ガソリン使用量） ℓ 基準年度比 ℓ

△3％

1-3 軽油消費量 32,310 31,341 31,581

（軽油使用量） ℓ 基準年度比 ℓ

△3％

2 一般廃棄物量 77 74 68

（一般廃棄物量） ｋｇ 基準年度比 ｋｇ
△3ｋｇ

3 産業廃棄物排出量 100 維持 100

（再資源化率） % 基準年度比 %

4 水使用量 38 36.8 42

（水使用量） ㎥ 基準年度比 ㎥
△3％

5 グリーン購入の推進 75 77.2 70

％ 基準年度比 ％
+3％

6 社会貢献への参加

・電力のCO2排出係数は、はズームエナジー平成29年の調整後排出係数0.551kg-CO2/kWhを使用

・都市ガスは使用量が少ないため目標には設定せず、日常で管理していきます

99%

環境方針
の番号

選択課題

102%

100%

112%

・ペットボトル
キャップの収集 毎年 毎年 100%

109%

100%

88%

91%

・地域の清掃活動や
ボランティア参加 12回 12回 100%
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7.環境経営計画

1-1 電力消費量削減 1. 冷暖房設定温度の厳守。夏28～26℃冬20～22℃を基本とする。 毎日

2. ＯＡ機器の電源を退社時にＯＦＦにする。 毎日

3. 不必要箇所の照明を消す。 毎日

4. 空調機フィルターの清掃をする。 月/1回

5. クールビスの推進（事務員用）

1-2 ガソリン消費量削減 1. エコドライブの推進。急加速・急停車をしない。 毎日

2. 不要な荷物を毎日下す。 毎日

3. 1度の給油を30ℓにする。 毎回

4. 冬の暖房はＡＣを切る。 冬場

5. 空気圧を3ｋに設定する。 常時

6. 走行距離を管理し意識の向上を促す。 毎日

1-3 軽油消費量削減 1. 機械への使用量の調整をして給油。 毎日

2. 機械を使用しないときは切る。 毎日

3. 低燃費の機械をリースする。 毎回

4. エコドライブの推進。急加速・急停車をしない。 毎日

5. 不要な荷物を毎日下す。 毎日

一般廃棄物量 1. ゴミの分別を徹底する。 毎日

2. リサイクル可能ごみの確認と周知徹底する。

廃棄物排出量 1. ゴミの分別を徹底する。 毎日

2. リサイクル可能ごみの確認と周知徹底する。

3. ゴミ箱見える化の検討。

水使用量 1. 節水シールを貼り意識付けをする。

2. 井戸水と水道水の明示。

3. 水道代の発表。 2ヶ月/1回

グリーン購入の推進 1. エコマーク・グリーンマーク商品の購入を心がける。 随時

2.

社会貢献への参加 1. 会社周辺のゴミ拾い活動を行う。 月1

2. ペットボトルのキャップを集める活動に参加する。

3

4

5

6

環境方針
の番号

選択課題 具体的な行動（活動） 頻度

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

2
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8.環境経営計画・実施状況
○・・・ できた

△・・・ まあまあ

×・・・ できなかった

1-1 電力消費量削減 1. 冷暖房設定温度の厳守。夏28～26℃冬20～22℃を基本とする。 毎日 〇 ―

2. ＯＡ機器の電源を退社時にＯＦＦにする。 毎日 〇 ―

3. 不必要箇所の照明を消す。 毎日 〇 ―

4. 空調機フィルターの清掃をする。 月/1回 △ ―

5. クールビスの推進（事務員用） 〇 ―

1-2 ガソリン消費量削減 1. エコドライブの推進。急加速・急停車をしない。 毎日 ― 〇

2. 不要な荷物を毎日下す。 毎日 ― 〇

3. 1度の給油を30ℓにする。 毎回 ― 〇

4. 冬の暖房はＡＣを切る。 冬場 ― 〇

5. 空気圧を3ｋに設定する。 常時 ― 〇

6. 走行距離を管理し意識の向上を促す。 毎回 ― 〇

1-3 軽油消費量削減 1. 機械への使用量の調整をして給油。 毎日 ― 〇

2. 機械を使用しないときは切る。 毎日 ― 〇

3. 低燃費の機械をリースする。 毎回 ― 〇

4. エコドライブの推進。急加速・急停車をしない。 毎日 ― 〇

5. 不要な荷物を毎日下す。 毎日 ― 〇

一般廃棄物量 1. ゴミの分別を徹底する。 毎日 〇 ―

2. リサイクル可能ごみの確認と周知徹底する。 〇 ―

廃棄物排出量 1. ゴミの分別を徹底する。 毎日 ― 〇

2. リサイクル可能ごみの確認と周知徹底する。 ― 〇

3. ゴミ箱見える化の検討。 ― 〇

水使用量 1. 節水シールを貼り意識付けをする。 〇 ―

2. 井戸水と水道水の明示。 〇 ―

3. 水道代の発表。 2ヶ月/1回 〇 ―

グリーン購入の推進 1. エコマーク・グリーンマーク商品の購入を心がける。 随時 〇 ―

2.

社会貢献への参加 1. 会社周辺のゴミ拾い活動を行う。 月1 〇 ―

2. ペットボトルのキャップを集める活動に参加する。 〇 ―

事務所 現場

6

環境方針
の番号

選択課題 具体的な行動（活動） 頻度

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

2

3

4

5
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9.実績評価・次年度取組

1-1 電力消費量削減 電気自動車の充電で電気を使うようになったが、大きく変化は

無かった。

1-2 ガソリン消費量削減 使用量を抑えることができた。

電気自動車は元の車が月に1度の給油程度だったので、大きくは

影響ないと思うが、削減にはつながっている。

車両の走行距離を管理する事により、今まで以上に意識の向上を促す。

1-3 軽油消費量削減 現場稼働率が多くなったため使用量が上がった

原則、低燃費の機械を使用する事を徹底した。

日々の点検を実施し、漏れ等の無駄が無いかを確認した。

一般廃棄物量 リサイクルできる物は分別することが出来た。

共有サーバーを使用し、日々の報告書をデータ化し閲覧した。

廃棄物排出量 産廃ボックスを置くことで、分別の意識が高まった。

継続して続けていきたい。

水使用量 屋根材の張替えの時に屋根の洗浄で水を多く使ったので、使用量が

増えた。

グリーン購入の推進 会社備品を購入する際は、エコマーク商品を意識し購入した。

購入商品がある程度固定しているので、継続して続けていきたい。

社会貢献への参加 ペットボトルのキャップ集めを行っている。

古切手を集めて動物福祉協会へ送った。

継続して続けていきたい。
6

5

環境方針
の番号

選択課題 評価と見直し結果

2

3

4

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
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10.来年度からの中期環境経営目標

各年度の対象期間は5月～翌年4月

令和元年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績（基準） 目標 目標 目標

1 二酸化炭素排出量 119,850 115,056 113,857 112,659

ｋｇ-ＣＯ2 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△4％ △5％ △6％

1-1 電力消費量 10,458 10,039 9,935 9,830

（電気使用量） ｋＷｈ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△4％ △5％ △6％

1-2 ガソリン消費量 13,240 12,710 12,578 12,445

（ガソリン使用量） ℓ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△4％ △5％ △6％

1-3 軽油消費量 32,310 31,017 30,694 30,371

（軽油使用量） ℓ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△4％ △5％ △6％

2 一般廃棄物量 77 73 72 71

（一般廃棄物量） ｋｇ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△4ｋｇ △5ｋｇ △6ｋｇ

3 廃棄物排出量 100 維持 維持 維持

（再資源化率） % 基準年度比 基準年度比 基準年度比

4 水使用量 38 36.4 36.1 35.7

（水使用量） ㎥ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

△4％ △5％ △6％

5 グリーン購入の推進 75 継続 継続 継続

％ 基準年度比 基準年度比 基準年度比

6 社会貢献への参加

電力のＣＯ2排出係数は、ズームエナジー　2017年の調整後排出係数0.551ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈを使用

二酸化炭素排出量は都市ガスも含めています

都市ガスは排出量が少ないため（0.0％）目標には設定せず管理していきます

・ペットボトル
キャップの収集 毎年 毎年 毎年

環境方針
の番号

選択課題

・地域の清掃活動や
ボランティア参加 12回 12回 12回
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11.取組実施状況

・取組実施とSDGｓ

　昨今、いろんな場面で耳にするSDGｓ（持続可能な開発目標）ですが、弊社が
エコアクション21で日々取り組んでいる中、SDGｓの取り組みがリンクすること
を知り、今回のレポートで、どの取り組みがどの目標に当たるのか、改めてみ
ました。
　また今後、SDGｓ・継続可能な開発目標を、継続し発展していく会社として、
エコアクション21とともに取り組んでいきたいと考えています。

・SDGｓ持続可能な開発目標とは

　2015年に国連で採択された2030年までに持続可能でより良い世界を目指す国
際目標。先進国・発展途上国の区別なく、国際社会全体で取り組む道しるべに
なっている。
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定期的に行われる社員研修にて
エコアクション21への取り組み方や
各々の仕事で気を付けることを
学びあいました。

エコドライブのチラシを掲示。
一人一人が意識していくよう推進しています。

社内に毎月の電気・ガソリン・軽油の
使用量グラフを掲示しています。

「おおいた働き方改革」推進リーダー養成講座
に参加しました。

令和元年12月に大分市から子育て支援優良企業
として表彰されました。
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冬場の寒さ対策・暖房使用軽減を図るため
全社員に対しジャンバーを貸与しました。

クールビス対策として
事務所内で仕事をする社員に対し、
涼しく軽い素材のポロシャツを貸与。
エアコン使用の軽減を図ります。

働きやすく休みやすい環境を目指し
令和2年8月にユースエールの認定を
取得しました。
R4年度現在、更新を続けています。

障がい者実習の受け入れをしており障がい者雇用
につなげています。
現在3名入社し、日々頑張っています。

社屋電気をすべてLEDへ変更しました。
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近隣通学路のカーブミラーの清掃

公益財団法人　日本動物福祉協会へ
使用済み切手を送りました。

ワーク・ライフ・バランスやノー残業デーの
促進ポスターを貼り
全社員の意識向上につなげました。

ステップアップの見える化として、人事評価
制度と面談を実施するようにしました。
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大分子育て応援団認定
大分県の仕事子育てサポート企業として
認証の更新をしました。

（令和元年取得）
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12.令和4年度　取組実施状況

夏場
　暑さ対策

夏場の現場作業での暑さ対策で空調服を貸与しました。
冷感スプレーや、塩飴、干し梅、経口補水液などの用意をしました。

会社からの取組と、各人の体調管理や
安全確認により、今年も熱中症発症者は
いませんでした。

8月
育児休業取得

令和2年に続き、男性社員が育児休業を取得しました。

社員の仕事と育児の両立を
支援するため、育児休業制度
を積極的に活用しています。

また、小学校就学前のお子様
の看護で休む場合は看護休暇を
付与しています。
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8月
　車両変更

CO2排出量削減と、オイル交換不要などの
メンテナンス面からも環境に配慮できる
ことから、事務用社用車をガソリン車
から、電気自動車へ変更しました。

事務方は長距離を走ることがほとんどなく
移動距離からも最適と考えました。

4月
　もにす認定取得

障害者雇用優良中小事業主
基準適合事業主認定
（もにす認定）を取得。

障がい者雇用に関する取組など
が評価されました。
県内建設業では初めてでした。
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4月
　完全週休二日制へ移行

日曜日・隔週土曜日休みから週休二日休みへと移行。
社員のモチベーションをあげて、仕事もプライベートも充実してもらい、
また、安定的な雇用の維持につなげていきたいです。

令和4年度
　有給休暇取得

令和4年度は有給休暇の取得率71％、取得平均12日でした。
1日単位の他に、半日や時間単位での取得も可能にしています。

取得率 日　数

50代　社員 62.5% 12.5

40代　社員 82.5% 16.5

40代　社員 30.0% 6.0

20代　社員 82.5% 16.5

20代　社員 87.5% 17.5

50代　社員 69.4% 12.5

20代　社員 85.7% 12.0

20代　社員 125.0% 15.0

20代　社員 41.7% 5.0

20代　社員 50.0% 5.5

40代　社員 72.5% 14.5

40代　社員 67.5% 13.5
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評価日： 令和5年5月31日
評価者： 岩尾雅史

法規制 適用内容 遵守事項 頻度 記録
遵守
評価

1.表示板の設置 常時 ○

2.清掃、漏えい防止 1回/週 ○

委託契約書 1.委託契約書（書面） 契約時 委託契約書 ○

1.マニフェストの発行・管
理

処理委託時 マニフェスト ○

2.各票の受領確認 発行後 マニフェスト ○

1.マニフェストの集計
産業廃棄物管理票
交付等状況報告書

○

2.産業廃棄物管理票交付等
状況報告書提出

期末 ○

1.廃棄時の適正処理
（発生時のみ）

支払時 領収書 該当なし

2.リサイクル料支払い
（発生時のみ）

廃棄時 業者報告書等 該当なし

1.廃棄時の適正処理
（発生時のみ）

支払時 該当なし

2.リサイクル料支払い
（発生時のみ）

廃棄時 該当なし

1.工事に係る分別、再資源
化の実施

対象工事実
施時

該当なし

2.対象工事の7日前までの市
町村長への届出

該当なし

3.再資源化完了の書面報告 該当なし

1.浄化槽保守点検および清
掃

1回/年 保守点検清掃報告書 該当なし

2.定期検査 1回/年 定期検査報告書 該当なし

1.対象の空調設備全ての危
機の簡易点検

1回/3ヶ月 点検の記録 ○

2.廃棄時の適正処理
（発生時のみ）

取引書、領収書等 該当なし

家電リサイ
クル法
PCサイクル
法

テレビ・エアコンの廃棄・PC
周辺機器の廃棄

13.環境関連法規のとりまとめ及び遵守評価

苦情発生の有無

期間中の関連法規法令違反はありませんでした。
また、指摘、訴訟、苦情等もありませんでした。

産業廃棄物の保管

マニフェスト管理

産業廃棄物管理票交付等状況
報告書

産業廃棄物
処理法

建設リサイ
クル法

建設（土木）工事に係る資材
の再資源化の促進

浄化槽の保守点検、清掃及び
定期検査

浄化槽法

フロン排出
抑制法

業務用の空調設備

自動車リサ
イクル法

社有車の適切な廃棄
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14.代表者による全体の評価と見直しの結果

会社名

見直し実施日

環境管理責任者の所見 代表者のコメント

法令違反・苦情無 維持継続

概ね達成
稼働状況で変わる為、常に
意識し続ける

計画通り実施できた 維持継続

車両による二酸化炭素の削
減

エコドライブの徹底

無し 維持継続

週休二日制移行
一日の生産性の向上　メリ
ハリのある働き方

中期環境経営目標の設定 達成可能な目標

③環境経営システム 維持継続

その他の指示 週休二日制移行による、生産性の意識・充実した休日の過ごし方

7.その他

見直しの必要性判断と代表者の指示

①環境経営方針 維持継続

②環境経営目標・計画 新たな取組の導入、数値見える化の維持

④実施体制 維持継続

6.環境上の緊急事態の訓練

サンワテック株式会社

令和5年5月31日

出席者

環境情報

1.環境関連法規等の遵守状況確認結果表

2.環境経営目標の達成状況

3.環境経営計画の実施状況

4.問題点の是正、予防の状況

5.外部からの苦情の有無及び対応結果

岩尾雅史　郡田豊　中久保良太　三重野貴文　福本哲也　渡邊和樹

伊東廉史　岡部陸　古賀聡真　永田椋　篠田秦成
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